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木下紀正（ JSA鹿児島支部, 鹿児島大学教育学部教育実践総合センター） 

川内原発再稼働を巡る状況 



• 加久藤カルデラ: 約34万年前に噴火 

 

• 小林カルデラ: 約52万年前に噴火 

 

• 姶良カルデラ: 約3万年前に噴火 

 

• 阿多カルデラ: 10万年余り前に噴火 

 

•  鬼界カルデラ：約7300年前に噴火
(過去1万年で日本最大，火砕流が海を
越えて九州本土南部に達した．) 

 

• △ 監視対象活火山 

 
木下, 霧島新燃岳噴火と災害危機対応 

日本の科学者, 46-7,40-46,2011.7 

南九州の大カルデラと 

活動中の火山 
 

 



九州の断層帯・
大カルデラと 

原発 

阿蘇カルデラ: 
 
約9万年前まで4回 
カルデラ噴火 
 

― 活断層帯 

 

地震調査研究推進本部 



科学2014年1月号特集 

 日本をおそった巨大噴火 
大噴火の溶岩流・火砕流はどれほど広がるか……中田節也 

 

私たちは本当の巨大噴火を経験していない──噴火予知の現状と課題……藤井敏嗣 

 

［巨大噴火がつくりだした日本列島］ 

カルデラとは何か：鬼界大噴火を例に……前野深 

北アルプスをつくった大噴火──槍穂高カルデラ 、箱根カルデラと巨大噴火……高橋正樹 

九州を南北につらなるカルデラたち……小林哲夫 

北海道東部，阿寒～屈斜路火山群-小型カルデラが複合した大型カルデラ…中川光弘他 

［火山の現在］ 薩摩硫黄島； 富士山 

過去1000年間に3回も巨大噴火がおこったインドネシアから学ぶ……高田亮・古川竜太 

日本の火山データベース──火山の活動史を一覧……石塚吉浩・中野俊 

阿蘇4巨大噴火のマグマ発生と噴火推移……金子克哉  

噴火と原発……守屋以智雄  

 

                火山研究者は、原発と噴火の危険について大体まともな見解 

 



九州電力 住民説明会資料2014.10 



火山災害対策 

九州電力の説明はおかしい！ 
 

1. 原発を火砕流が襲うような破局的カルデラ噴火が 

 運転(+使用済核燃料保管)期間に起こる可能性のおかしな過小評価 

   ←固定的9万年周期説と楽観的現状認識 

2. 破局的噴火やそれに近い災害の観測予知技術は間に合わない！ 

3. 運転停止して、全ての核燃料を搬出するには何年もかかる！ 

4. 多量の降灰と、川内川から取水口に行く火山灰や軽石の対策は? 

5. 原発周辺や後背地の壊滅的災害で孤立した時は？ 

 

多くの火山学者は納得せず、強い懸念を表明 

 

原子力規制委の審査過程も問題！ 
 

1. 「原発の火山影響評価ガイド」は火山学者抜きで事務局で作成(2014.3-4) 

2. その基本フローにも反して、破局的噴火の兆候把握と対策を先送り 

 

火山専門家の衆知を集めて「ガイド」を作ってから立地条件審査すべき！ 



九州南部の活断層 
地震調査研究推進本部  活断層帯リスト 

 

11:布田川・日奈久断層帯,    (12:緑川断層帯) 

 

13:人吉盆地南縁断層 

 

14:出水断層帯 

 

15:甑断層帯 

 

16:市来断層 

鹿県北西部地震 

(1997.3.26, M6.6)  

  ★震源 

地表断層なし 



「川内原子力発電所に係る住民説明会」九州電力資料p.7より 



九州電力資料p.7 

 

活断層地帯で 直下や近傍の地殻内地震の恐れ! 



津波対策 「川内原子力発電所に係る住民説明会」九州電力資料p.8より 



想定南海トラフ巨大地震と 
南九州のスラブ内大地震 の影響 

審査過程において，最低限，プレート間地震と海洋プレート内地震について本当に
検討用地震の選定が必要ないと言えるのか，九州電力に再説明を求めるべきだっ
た． 
石橋克彦, 2015, 川内原発設置変更許可にみる地震学的問題, 地球惑星科学連合2015年
大会, S-CG56. 

石橋克彦，2014，再論：杜撰な川内原発の新規制基準適合性審査―これを前例にしてはな
らない，科学，84，1152-1155． 



原子力災害対策の基本的考え方 日本原子力研究開発機構 原子力緊急時支援・研修センター, 2013.8 



原子力災害対策 
各自治体の担当職員と内閣府原子力災害対策
担当室川内地域ワーキングチームで作成 



PAZ 
5km圏内 



UPZ : 5～30 km 



原子力災害対策指針による避難計画の問題点 

1. 放射性物質の拡散は風次第で、はるか下流に及ぶが、30km圏外の避難対策がない。 

  避難対策の中心・最大の受入れ先の鹿児島市へ放射性プルームが来たら? 

 

2. UPZ30km圏内の屋内待機で、放射線上昇20μSv/hを検出してからの避難では遅い。 

 

3. 気象情報やSPEEDIの活用はなく、30km圏外の放射線モニター体制無し。 

 

4. 避難者輸送バス協定(6月29日)、運転手の研修は未定。 

 

5. 交通渋滞と自然災害による不通の恐れ。特に5km圏内の一本道の避難路。 

 

6. 避難行動要支援者への対応計画を実効あるものに。 

 

7. ヨウ素剤配布・除染・被曝医療体制の整備は? 

 

国の責任と保障、専門家の多面的協力のもとで 

自治体・住民の主体的取組みを。 

火山防災の失敗と成功に学ぶべき。 



九電の川内原発の重大事故対応は? 
住民説明会 

九電資料 
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西日本の原子力発電所はどこに？ －南西から北東へ－  
http://wwwkav.mydns.jp/genpatsu/npp-wj/nppwjtop.htm 
           フクシマ-東京-三宅島: 放射性物質と火山ガスの流れ  などリンク 
 

「川内原子力発電所に係る住民説明会」について(2014.10.27->11.11) 
https://www.pref.kagoshima.jp/aj02/infra/energy/atomic/setsumeisanka.html 
 

南日本新聞 ニュース特集川内原発  
http://373news.com/_kikaku/genpatsu/ 
 

阪上武, 川内原発・火山審査のここが問題, 2014/07/19/ 

http://www.kiseikanshishimin.net/ 


